
政策の内容

生活満足度に関する指標（個別指標）

現状・課題

政策コストの状況（千円）

※「①事業活動（アクティビティ）」の予算・決算の合計

人工 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度

正規職員

暫定再任用職員（31時間勤務） 1.0

13.0

会計年度任用職員 0.0

政策シート

※総合計画基本計画に係る市民意識調査（アンケート）の結果

2027
年度

2028
年度

2029
年度

- -

（管理番号）

99 99 99 99

基本政策 政策

担当課名

監査事務局

指標名 質問文
基準値
2024年度

2025
年度

2026
年度

監査委員による監査を通じて、執行機関において適正かつ効率的な行財政運営が行われるとともに、行政の透明
性確保と市民への説明責任が果たされるよう、市民の視点で市政運営の監視、評価及び指導を推進している。
リスク・アプローチの観点のもと、限られた監査資源の最適配分による効率的、効果的な監査の実施を図るとととも
に、監査体制・機能の向上等に向けて職員の人材育成や一層のデジタル活用を進める必要がある。

予算

2025年度 2026年度 2027年度

暫定再任用職員（26時間勤務） 0.0

監査委員の監査等を通じて、市の事務の管理及び執行などについて、法令に適合し、正確で、経済的、効率的かつ
効果的な実施を確保するとともに、行政の透明性確保と市民への説明責任を果たします。

決算 4,237

2028年度 2029年度

政策

2025年度

行財政運営の適正確保に向けた監査等の実施

5,203

分野

07
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①事業活動（アクティビティ）

※予算・決算は各事業に係る経費を計上

事業名 事業内容

１　監査結果等の適切な情報提供
浜松市公式ウェブサイトにて、監査結果報告書、決算審査意見書等を議会報告の都度、速やかに
公表するとともに、毎年度「監査のあらまし」を作成・公表し、市民にとってわかりやすい情報提供に
努める。

２　監査事務におけるデジタル活用
タブレット型端末等を活用し、監査実務の効率化を図る。

１　定期監査、行政監査及び財政援助団体等監査
監査基準、監査計画等に基づき監査を実施し、必要に応じて指摘、指導等を行うことで、適切な行
財政運営の確保に資する。

２　決算審査及び例月出納検査
監査基準等に基づき、決算等における計数の正確性、予算執行等の適正性などを審査等すること
で、適切な行財政運営の確保に資する。

３　内部統制評価報告書審査
監査基準等に基づき、市長が作成した内部統制評価報告書における評価手続及び評価結果の判
断等を審査することで、適切な行財政運営の確保に資する。

3,463

874

774

4,329

2025年度
決算
（千円）

2025年度
予算
（千円）

監査デジタル運
営経費

監査執行事業
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②活動（アウトプット）指標

※達成率は該当年度の目標値に対する実績値から算出する。

③短期成果（アウトカム）指標

※達成率は該当年度の目標値に対する実績値から算出する。

決算審査、例月
出納検査を実施
した会計数（会
計）

-

81

-

61

55 55 55 55

達成率 - 105

-

-

19

2024
年度

達成率

達成率 - 136

目標値

実績値

55

達成率

75

2024
年度

2025
年度

2026
年度

2027
年度

2028
年度

指標名 指標の定義 設定理由

監査結果による
指摘・意見（件）

定期監査等の結果とし
て行った指摘及び意見
の件数
※監査の実施時期ベー
スで計上する（実施時期
により翌年度5月議会で
の報告分は前年度で計
上）

定期監査等の結果として、合規
性、正確性はもとより経済性、
効率性及び有効性観点から指
摘及び意見を行うものであり、
適正な行政運営の確保に資す
るものとなるため。
過去5年間の実績値平均(54.8
件)を踏まえ、55件を目標値とす
る。
R2：32件、R3：44件、R4：81件、
R5：56件

2029
年度

定期監査(財務監
査)を実施した課
等の数

定期監査(財務監査)を
実施した課等の数

定期監査(財務監査)の実施状
況を示す指標であり、目標値(2
年で全部局を一巡)の達成によ
り、監査の適正実施につながる
ため。

目標値 80 80

2028
年度

2027
年度

2026
年度

2025
年度

80

実績値 84

80 80

監査等を実施した会計
数（延べ数）

監査等の実施状況を示す指標
であり、目標値の達成により、
監査の適正実施につながるた
め。
2024年4月から「農業集落排水
事業特別会計」が「下水道事業
会計」に統合されたことに伴い、
2025年度に実施する決算審査
から会計数が1つ減少した。

実績値

達成率

目標値

実績値

実績値

指標名 指標の定義 設定理由

目標値

目標値

18 18 18 18 18

18

100

2029
年度
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④長期成果（アウトカム）指標

※達成率は2034年度の目標値に対する実績値から算出する。

⑤目的：10年後(2034年)の理想の姿

実績値

達成率

実績値

達成率

2024
年度

2025
年度

-

基本的には毎年度監査等を
実施し、必要に応じて指摘、
指導等を行うことで、適切な
行財政運営の確保に資する
ものであるため。

実績値

達成率

2026
年度

指標の定義
2027
年度

2028
年度

2029
年度

目標値
2034
年度

指標名
基本計画
指標

-
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「①事業活動（アクティビティ）」の実施内容と事業改善（2026年度記載）

「②活動（アウトプット）指標」の見直しの要否（2026年度記載）

実施内容

指標見直しの要否 否

事業改善の内容や今後の方向性

引き続き監査結果報告書、決算審
査意見書の公表等により適切な情
報を提供するとともに、デジタル活
用による業務効率化を図る。

１　監査結果等の適切な情報提供
浜松市公式ウェブサイトにて、監査結果報告書、決算審査意見書等を議
会報告の都度、公表した。また、令和7年度版の監査のあらましを作成、
公表した。

２　監査事務におけるデジタル活用
監査委員協議会のオンライン参加に係る規程を整備し、全17回のうち2
回をハイブリッドで開催した。
監査委員協議会の審議等において、タブレット型端末を使用し必要な情
報を検索、共有した。
例月出納検査において、グループウェアの情報共有機能の活用等を
行った。

１　定期監査、行政監査及び財政援助団体等監査
監査基準、監査計画等に基づき、監査を実施し、指摘、指導等を行った。
　(1)定期監査(財務監査)、行政監査・・実施課数：84課、指摘等件数：指
摘0件、指導58件、意見27件
　(2)定期監査(学校監査)、行政監査・・実施校数：24校、指摘等件数：指
摘0件、指導2件、意見0件
　(3)定期監査(工事監査）、行政監査・・実施件数：10件、指摘等件数：指
摘0件、指導0件、意見0件
　(4)随時監査(公営企業の財務事務等)・・実施会計数：3会計、指摘等件
数：指摘0件、指導2件、意見0件
　(5)財政援助団体等監査・・実施件数：11件、指摘等件数：指摘0件、指
導7件、意見7件

２　決算審査及び例月出納検査
　監査基準等に基づき、決算等における計数の正確性、予算執行等の
適正性などを審査、検査した。
・一般会計・特別会計(11会計)、3財産区特別会計及び3公営企業会計の
決算審査並びに基金運用審査(1基金)並びに例月出納検査・・意見39件

３　内部統制評価報告書審査
　監査基準等に基づき、市長が作成した内部統制評価報告書における
評価手続及び評価結果の判断等を審査した。・・意見2件

事業名

監査デジタル運
営経費

監査執行事業

３Eの観点や各監査等の有機的連
携のもと監査テーマを設定し、効率
的、効果的な監査の実施に取り組
んだ。
引き続き、リスク・アプローチの観点
から監査テーマを設定し、効率的、
効果的な監査を実施することで行
財政運営の改善と適正確保を促
す。

【2025年度の評価】
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「③短期成果（アウトカム）指標」の見直しの要否（2026年度記載）

2025年度の政策の評価と2026年度以降の取組の方向性（2026年度記載）
年度計画等に基づき定期監査等を実施し、75件の指摘・意見を行った。また、浜松市公式ウェブサイトで監査結果報告書、決算
審査意見書等を公表するとともに、令和7年度版の監査のあらましを作成し、市民に公表した。
引き続き、監査基準等に基づき３Eの観点のもと監査等を実施し、行財政運営の改善や適正確保を促す。
過去の監査結果等を踏まえたリスク・アプローチの観点による効率的・効果的な監査の実施、浜松市監査事務局職員人材育成
基本方針に基づく職場研修等による人材育成、一層のデジタル活用等による監査体制・機能の向上を図っていく。

指標見直しの要否 否

6/6


